
※
◎
申
込
期
限
ま
で
に
曽
慶
市
民
セ
ン

タ
ー(

７
５-

２
２
４
４)

ま
で
お
申
し
込

み
下
さ
い
。
詳
し
く
は
広
報
５
月
号

と
一
緒
に
配
布
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧

下
さ
い
。

今年度も市民センター事業が

始まります。新型コロナウイ

ルス感染防止対策を行い開催

しますので、皆さんのご参加

をお願いいたします。

剪
定
教
室

専
門
家
か
ら
樹
木
の
特
性
に
応
じ
た

剪
定
の
仕
方
や
ハ
サ
ミ
の
研
ぎ
方
な

ど
を
学
び
ま
す
。

青
少
年
教
育
～
学
び
の
土
曜
塾
～

大
東
地
域
６
市
民
セ
ン
タ
ー
合
同
事

業
で
、
大
東
地
域
内
の
小
学
生
を
対

象
に
夏
休
み
編
・
冬
休
み
編
を
開
催

予
定
で
す
。
詳
細
は
決
定
次
第
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

し
め
縄
作
り
教
室

地
域
の
伝
統
で
も
あ
る
「
し
め
縄
」

づ
く
り
を
行
い
ま
す
。
手
作
り
の
し

め
縄
で
、
お
正
月
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

地
域
づ
く
り
事
業

地
域
づ
く
り
に
関
す
る
講
演
会
な
ど

の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

家
庭
教
育
学
級

曽
慶
保
育
園
と
共
催
で
、
子
ど
も
の
成

長
と
家
庭
の
役
割
等
を
学
び
ま
す
。

ホ
タ
ル
鑑
賞
会

曽
慶
の
初
夏
の
風
物
詩
。
親
子
で
夜
の

ホ
タ
ル
光
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

女
性
ふ
れ
あ
い
学
級

活
動
的
な
曽
慶
の
女
性
の
皆
さ
ん
の
ご

要
望
に
お
応
え
し
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

季
節
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
健
康
的

な
心
と
体
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
各
事
業
の
実
施
に
つ

い
て
中
止
や
延
期
な
ど
の
変
動
が
あ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

大
東
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
合
同
事
業

今
年
度
の
室
蓬
カ
レ
ッ
ジ
は
、「
歴
史
」

「
郷
土
史
」
「
文
学
」
の
３
講
座
を
開

設
い
た
し
ま
す
。

🔸
歴
史
専
門
講
座

(

担
当
：
大
原
市
民
セ
ン
タ
ー)

テ
ー
マ
『
ふ
る
さ
と
再
考
～
郷
土
の
歴
史

・
文
化
・
ゆ
か
り
の
人
物
を
尋
ね
る
』

郷
土
の
史
跡
と
古(

い
に
し
え)

の
歴
史

・
文
化
を
訪
ね
、
良
き
ふ
る
さ
と
を
再
発

見
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
生
き
が
い
と
地
域

づ
く
り
の
糧
と
し
ま
す
。

🔸
郷
土
史
講
座

(

担
当
：
猿
沢
市
民
セ
ン
タ
ー)

テ
ー
マ
『
我
が
郷
土
を
学
ぶ
』

葛
西
氏
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、
磐

井
地
方
を
旅
し
た
芭
蕉
と
真
澄
の
足
跡
な

ど
を
学
び
、
郷
土
へ
の
理
解
を
深
め
る
。

🔸
現
代
文
学
講
座

(

担
当
：
渋
民
市
民
セ
ン
タ
ー)

テ
ー
マ
『
郷
土
出
身
作
家
の
作
品
を
読
む
』

岩
手
県
出
身
作
家
の
作
品
を
読
み
、
作

品
の
世
界
に
浸
る
こ
と
に
よ
り
、
生
涯
学

習
の
推
進
を
図
る
。

【
申
込
方
法
】

別
紙
講
座
案
内
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
お
近
く
の
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
締
め
切
り
】
６
月

日(

水)

１５

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
別
紙
の
講
座
内
容
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
講
者
募
集

今
回
は
曽
慶
地
区
コ
ー
ス
を
歩
き
ま

す
。(

大
原
市
民
セ
ン
タ
ー
と
共
催)

【
日
時
】
６
月

日(

水)

15
時
～

時

分

10

１１

３０

【
会
場
】
曽
慶
地
区
セ
ン
タ
ー

【
締
め
切
り
】
６
月
８
日(

水)

【
講
師
】
一
関
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

長
野

功

氏

●
成
人
講
座

受
講
者
募
集

今
年
度
も
開
催
し
ま
す(

花
い
っ

ぱ
い
チ
ー
ム
と
共
催)

。
講
義
の
後
、

曽
慶
地
区
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
樹
木

等
で
実
践
し
な
が
ら
技
術
の
向
上

を
目
指
し
ま
す
。

【
日
時
】
７
月
５
日(

火)

９
時
～

時

分

11

３０

【
会
場
】
曽
慶
地
区
セ
ン
タ
ー

【
締
め
切
り
】
６
月

日(

月)

20

【
講
師
】
鈴
木
造
園

鈴
木

隆
廣

氏
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曽慶市民センター
曽慶字神蔭32-1
☎ 0191-75-2244
FAX 0191-71-1019
Email: ynt_sogei
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そ
げ
っ
ぱ
通
信

●
あ
な
た
と
市
民
セ
ン
タ
ー
を
つ
な
ぐ
情
報
紙



東
山
町
の
石
と
賢
治
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
で
『
手
ま
り
の
会
作
品
展
』(

５
月
１

４
日
～
５
月
２
９
日
ま
で)

が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
入
口
に

は
藤
の
花
が
飾
ら
れ
て
お
り
、
会
場
の

「
風
の
ホ
ー
ル
」
に
入
っ
て
か
ら
は
、

吊
る
し
飾
り
や
壁
飾
り
が
ず
ら
り
と
並

ん
で
い
ま
し
た
。
４
２
匹
の
カ
エ
ル
の

合
唱
を
表
現
し
た
マ
ス
コ
ッ
ト
な
ど
、

と
っ
て
も
可
愛
ら
し
い
作
品
も
展
示
し

て
あ
り
ま
し
た
。

一
つ
ひ
と
つ
の
作
品
が
緻
密
で
、
時

間
を
か
け
て
作
ら
れ
て
い
る
の
が
分
か

る
作
品
ば
か
り
で
、
会
場
を
訪
れ
た
皆

さ
ん
は
食
い
入
る
よ
う
に
作
品
を
見
つ

め
て
い
ま
し
た
。
地
域
を
超
え
た
展
示

で
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
見
て
も
ら
え

る
事
は
嬉
し
い
で
す
ね
。

５
月
２
４
日
、
曽
慶
字
大
杉
地
内
に
あ
る
菊
池
知
勇

先
生
歌
碑
を
「
ぬ
は
り
社
短
歌
会
」
一
行
３
２
人
が

訪
れ
、
見
学
を
し
ま
し
た
。

同
会
は
曽
慶
出
身
の
歌
人
・
菊
池
知
勇
が
１
９
２
７

年
（
昭
和
２
年
）
に
創
刊
し
た
短
歌
誌
「
ぬ
は
り
」

を
現
在
も
発
行
し
て
い
る
組
織
で
、
全
国
に
会
員
が

い
ま
す
。
今
回
は
４
年
ぶ
り
に
開
か
れ
た
全
国
大
会

で
、
没
後
５
０
年
に
も
当
た
る
年
。
知
勇
の
故
郷
で

あ
る
岩
手
県
一
関
市
を
巡
る
旅
で
、
曽
慶
の
歌
碑
に

立
ち
寄
り
知
勇
に
思
い
を
は
せ
ま
し
た
。

歌
碑
前
に
は
「
そ
げ
い
の
お
宝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
皆
さ
ん
、
及
び
詩
吟
の
会
「
陸
中
岳
風
会
」
の
皆

さ
ん
２
０
人
が
横
断
幕
を
手
に
出
迎
え
。
歌
碑
の
前

で
知
勇
の
短
歌
を
吟
じ
ま
し
た
。
代
表
の
大
石
さ
ん

は
感
激
の
面
持
ち
で
「
歌
碑
の
周
り
も
美
し
く
手
入

れ
さ
れ
、
地
域
の
皆
様
の
温
か
い
歓
迎
で
と
て
も
心

に
残
る
訪
問
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

多くの来場者が会場を訪れ

作品を鑑賞していました。

藤の花の取り付け

体験もありました

遠くは岡山や大阪から訪れた一行は、歌碑の前で

地元の歓迎に触れ感激の面持ちでした。

曽慶市民センター広報「そげっぱ通信」Sogeppa information 第2号 令和4年5月26日発行 (２)

高齢者世帯環境チーム事業の「草刈り隊」が、今年度も５月から活動を
開始しています。

草刈りでお困りの高齢世帯の方々の手助けができればとの思いから、今年度は１名の方に
加わっていただき、5名の方に草刈り隊を請け負っていただいています。

対象は、高齢者世帯環境チームが調査した、曽慶在住の支援が必要な高齢世帯の方（30世
帯)が対象になります。依頼したい方は、配布してあります「草刈り隊名簿」をご確認のうえ
連絡をお願いします。なお、草刈りを行うのは、農地以外の宅地等になりますが、草刈りを
希望する方は増加傾向にあります。草刈り隊は有償ボランティア、感謝の言葉と笑顔も寄せ
られています。随時隊員を募集していますので、あなたもぜひ参加してみませんか？



＊農業機械“など”

ほしい人といらない人の情報交換コーナー＊

●
大
東
地
域
成
人
検
診

♢
同
時
受
診(

循
環
器
系
検
診
・
肺
が
ん
・

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診)

①
【
日
時
】
５
月

日(

土)

２８

(

受
付
時
間)

６
時

分
～

時

４５

9

【
場
所
】
大
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
摺
沢
駅
と
な
り
）

【
対
象
地
区
】（
渋
民
）
３
区
～
７
区

・
全
地
区

②
【
日
時
】
６
月

日(

土)

２５

(

受
付
時
間)

６
時

分
～

時

４５

9

【
場
所
】
大
東
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

【
対
象
地
区
】
大
原
地
区
・
全
地
区

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
東
支
所
保
健
福

祉
課
・
保
健
係

（
☎
７
２-
４
０
８
７
）

●
青
少
年
教
育

今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
鑑
賞
会
は
開
催
せ
ず
、
ホ
タ
ル
の

見
頃
の
期
間
内
に
自
由
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く

形
に
し
ま
す
。

ホ
タ
ル
を
よ
り
見
や
す
く
す
る
た
め
駐
車
場

の
水
銀
灯
は
消
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
足
元
に

は
十
分
に
気
を
つ
け
て
ホ
タ
ル
観
賞
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
ホ
タ
ル
の
見
頃
】

期
間
：
６
月

日(

月)

～
７
月
７
日(

木)

頃

20

時
間
帯
：
午
後
８
時
過
ぎ

※
気
温
が
高

く
、
湿
度
が
高
い
日
は
よ
く
見
れ
ま
す
！

【
会
場
】
曽
慶
地
区
セ
ン
タ
ー
南
側
駐
車
場

【
観
賞
上
の
注
意
点
】

▽
園
児
や
小
学
生
は
必
ず
保
護
者
同
伴
で
お

願
い
し
ま
す
。
▽
会
場
内
で
の
事
故
等
に
つ

い
て
は
自
己
責
任
で
す
。
▽
虫
に
刺
さ
れ
な

い
よ
う
、
長
袖
の
服
を
着
た
り
薬
を
塗
る
な

ど
対
策
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
４
年
６
月
か
ら
、
市
民

セ
ン
タ
ー
施
設
な
ど
を
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
ネ
ッ
ト
予
約
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

◎
ネ
ッ
ト
予
約
に
は
『
利
用
者
登
録
』

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
お
近
く
の

市
民
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合

わ
せ
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

せ
ん
ま
や
街
角
資
料
館
で
は
、
令
和
４
年
度

市
内
遺
跡
発
掘
調
査
出
土
資
料
展
と
し
て
、「
新

発
見
の
窯
道
具
」
を
展
示
し
ま
す
。
曽
慶
の
「
枡

畑
窯
跡
」
に
つ
い
て
も
展
示
さ
れ
、
謎
が
多
い

在
地
産
焼
物
の
歴
史
を
探
り
ま
す
。

■
期
間
…
４
月
２
６
日(

火)

～
６
月
２
６
日(

日)

※
展
示
解
説
会
は
６
月
２
３
日(

木)

事
前
申
込
必
要

曽慶市民センター広報「そげっぱ通信」Sogeppa information 第2号 令和4年5月26日発行 (3)

みなさんから好評をいただいてい
る「農機バンク」。農機だけではな
くラクーターや発電機等の情報も寄
せられています。また、地区外の方
々からも「《買いたい》農機がある」
との声も届いています。

右記の詳細情報は曽慶市民センタ
ーで閲覧できますので、希望の方は
市民センターまでお越しいただく
か、ご連絡いただければ取り次ぎい
たします。

使わなくなった農機等をお持ちの
方、粗大ゴミや廃品回収業者さんに
出す前に情報をお寄せください。但
し、金額等の交渉は当人同士でお願
いいたします。

《売りたい》
①耕運機(四駆トレーラー付き) ②オート播種機（苗
箱）③ラクーター（クボタ）④ディーゼル発動機（ク
ボタ/6PS）⑤籾精米機（丸七製作所/M2/原動機な
し）⑥米選機（サタケ/デジタル計量器付/GPA330
/100V）⑦ハーベスター（ヤンマー製/ディーゼル
エンジン）⑧ヤギ3頭（推定3歳半～4歳半）⑨金網
製トレー（１００枚）サイズ120×60×３㎝

《買いたい》
①藁を集める機械（機械名はわからない）②くろぬ

り機 ③除草機（四条）④溝きり機 ⑤管理機 ⑥運

搬機（油圧ダンプ付き）



そ
ば
を
活
用
し
た
交
流
に
意
欲

特
産
品
開
発
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

人
な
つ
こ
い
笑
顔
が
魅
力
の
足
利
和
昭

さ
ん
は
、
２
５
歳
で
東
京
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
。

一
関
等
の
大
型
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
で
自
動
車

整
備
士
を
皮
切
り
に
、
６
５
歳
で
退
職
す

る
ま
で
４
０
年
勤
め
上
げ
ま
し
た
。
退
職

後
は
自
宅
で
米
作
り
等
を
行
い
な
が
ら
、

そ
ば
仲
間
と
「
曽
慶
手
打
ち
そ
ば
の
会
」

を
結
成
し
、
そ
ば
の
栽
培
と
手
打
ち
そ
ば

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

平
成
２
７
年
度
に
曽
慶
の
地
域
協
働
体

「
結
い
ネ
ッ
ト
そ
げ
い
」
が
結
成
さ
れ
、

翌
年
に
は
６
区
自
治
会
長
に
推
さ
れ
て
結

い
ネ
ッ
ト
そ
げ
い
の
理
事
と
な
り
、
特
産

品
開
発
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
に
も
就
任
し

ま
し
た
。
チ
ー
ム
で
は
試
行
錯
誤
の
末
、

２
年
目
か
ら
そ
ば
栽
培
と
そ
ば
打
ち
に
挑

戦
。
そ
ば
は
作
る
だ
け
で
な
く
、
夏
祭
り

に
出
店
し
た
り
、
各
地
の
い
き
い
き
サ
ロ

ン
や
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
出
前
そ
ば
打
ち
、
文

化
祭
で
の
食
堂
、
年
越
し
そ
ば
の
販
売
な
ど

１
年
を
通
し
て
チ
ー
ム
の
活
動
に
は
め
ざ
ま

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
和
昭
さ
ん

の
提
案
で
始
ま
っ
た
「
農
機
バ
ン
ク
」
も
多

く
の
利
用
者
に
好
評
で
す
。

頼
ま
れ
れ
ば
断
る
こ
と
も
な
く
全
力
で
お

世
話
を
す
る
和
昭
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
み
ん

な
に
お
世
話
に
な
っ
た
も
の
。
恩
返
し
恩
返

し
」
と
笑
い
ま
す
。

最
近
で
は
４
月
に
花
泉
町
の
地
域
協
働
体

「
日
花
里
の
郷
（
ひ
か
り
の
さ
と
）
日
形
」

と
日
形
市
民
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
「
そ
ば

栽
培
研
修
会
」
に
講
師
と
し
て
招
か
れ
、
１

０
数
人
の
参
加
者
に
そ
ば
栽
培
の
ノ
ウ
ハ
ウ

や
そ
ば
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
な
ど

を
紹
介
し
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

「
そ
ば
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
が
生

ま
れ
る
こ
と
が
嬉
し
い
し
、
こ
れ
か
ら
も
楽

し
み
」
と
今
後
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

② 足利和昭さん ～曽慶字水上～

この地域に曽皆という鬼が潜伏し、良民を苦しめた

ため、坂上田村麻呂がこの鬼を征伐したという伝説が

あります（※坂上田村麻呂軍に立ち向かい民を守った

という説もあり）。その鬼が住んでいた所を岩穴と称し

現在に残っています。近くで見ると、一つ一つの岩の

大きさに圧倒されてしまいました。鬼の隠れ家には持

ってこいの場所かもしれませんね。

曽
皆
太
郎
の
岩
穴

そ

か

い

曽慶市民センター広報「そげっぱ通信」Sogeppa information 第2号 令和4年5月26日発行 (４)

曽慶の人口と世帯数

令和4年５月1日現在

行政区 世帯数 男 女 合計

１区 27 38 27 65

２区 68 99 101 200

３区 56 69 81 150

４区 50 70 82 152

５区 65 81 75 156

６区 42 65 59 124

７区 28 46 42 88

13区 33 49 44 93

こはぎ荘 49 19 30 49

合計 418 536 541 1077

前年同月比 △2 △21 △25 △44

－編集後記－
◎市民センター指定管理後

１ヶ月半が経過し、徐々に

事業も本格化してきました。

地域の皆様の積極的なご参

加をお待ちしています。

新コーナーの「そげいび

と」、２週続けて水上の足利

さんでした。曽慶には他に

誇れる素晴らしい人がたく

さんいらっしゃいます。自

薦他薦問いませんので、ぜ

ひ情報をお寄せください。


